
 

平成２６年３月１日 

 

平成２５年度 学校運営評価の報告 
 

  今年度、東新潟特別支援学校の教育活動に多大なご支援・ご協力をたまわり、心から感謝申し上げます。 

おかげさまで、年度当初から計画していた教育活動を、滞りなく実施することができました。 

  平成２５年度の当校学校運営評価のまとめができあがりましたので、慎んでご報告いたします。是非、 

ご高覧いただき、東新潟特別支援学校の学校運営や教育活動に、ご助言・ご指導いただけましたら、幸いです。 

 

県立東新潟特別支援学校長 青木 仁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本年度も年度当初の計画に基づき、学校運営評価を行いました。 

１ 保護者アンケートと職員アンケートの結果を対比し、職員で検討しました。 

  その後、PTA 役員や学校評議員の方々からご意見をいただきました。 

 

２ 職員が学校運営評価会議で検討し、来年度の学校課題に反映させました。 

  以下に資料を載せましたのでご覧ください。 

 

 

 

 

Ｐlan  ：課題を明らかにし、計画を立てます。 

Ｄo    ：計画に基づき実践を進めます。 

Ｃheck ：実践が計画通りか評価します。 

Ａction ：計画に合わなかったり、新しい取り組みが必要なところを、修正、改善します。 

 

 各学級では、年間を通じて小さなＰＤＣＡを繰り返しながら、また、教育課程のような課題は

複数年の長いスパンで仕事を進めています。 

Ｄo実践 

Ｃheck評価 

Ｐlan計画 

Ａction修正 
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全校の評価会議 

新年度の計画・準備 評価・研修 

学部や校内の各係の評価会議 
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東新潟特別支援学校のＰＤＣＡサイクル 

 



 

平成２５年度 学校評価の概要 

 

 

 今年度、保護者の皆様にご協力をいただいたアンケートの結果をまとめ、職員と比較しました。 

 

学校評価アンケート  Aそう思う ＋ Bどちらかといえばそう思う  の割合（％） 

 

評 価 項 目                  

１ 学校生活でお子様の健康・安全は適切に保たれていると思いますか。 
            

 
   

 

２ ご家族やお子様自身が健康管理を心掛けたり、健康状態について情報交換を

行ったりしていると思いますか。 
           

 
     

３ 学校の教育活動は、お子様の個々の障害に応じて感動や充実が味わえる活動

になるよう工夫していますか。 
  

 
        

 
   

 
 

４ 年間を通した行事の配列や内容がお子様にとって、無理なく活動に取り組め

るようになっていると思いますか。 
  

 
        

 
     

５ 「個別の指導計画」を活用した学校の学習活動は、お子様の課題に合ったね

らいや内容であると思いますか。 
          

  
     

６ 「個別の指導計画」はお子様の課題や目標・学習の様子を分かりやすくお伝

えしていますか。 
         

  
      

７ 学校は職員の専門性（自立活動や教科指導など）を生かし、お子様の持って

いる力の向上に効果を上げていると思いますか。 
         

  
      

８ お子様は学校生活をいきいきと楽しんでいると思われますか。 
              

 
  

９ 学校ではお子様と教師の心がふれあい、落ち着いた生活を送っていると思い

ますか。 
           

 
     

10 学校は、お子様の学年や障害に応じた進路指導や社会自立・生活自立への支

援をしていると思いますか。 
           

 
     

11 学校はご家族・お子様からの相談などに迅速に共に考える姿勢ができている

と思いますか。 
           

 
  

 
  

12 学校は、懇談や便り、日々の連絡で家庭へ教育方針や教育活動の様子などを

分かりやすく伝えていると思いますか。 
            

 
 

 
  

13 寄宿舎の「個別指導計画」は、お子様の課題に合ったねらいや内容であると

思いますか。 
              

 
 

 

14 寄宿舎は、家庭との連絡を密に取り合い、連携がとれていると思いますか。 
 

    
 

    
 

    
 

 

 

【グラフから読み取れる特徴的傾向】 

・全体的には「Ａ そう思う」又は「Ｂ どちらかと言えばそう思う」と肯定的な回答の保護者が 全項目で92％

を超え、概ね肯定的な評価をいただいています。 

・保護者と職員間で評価の差が大きく現れた項目（３％以上の差）は「1 健康・安全管理」、「4 無理のない

行事配列」、「11 共に考える姿勢」の３項目でした。それ以外の項目では保護者－職 員間ではほぼ同様の

評価であると言えます。 

・保護者の評価が職員の評価を上回った項目は、「4 無理のない行事配列」、「13 寄宿舎の教育計画」、「14 

寄宿舎と家庭との連携」でした。 

・寄宿舎の項目では昨年度に続き、回答いただいた保護者（寄宿舎利用の方）から100％の評価をいただいてい

ます。 

85 95 90 100 

保護者 ○  ○  ７２名 

職  員 □  □ 1２１名 

90 95 85 100 


